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１０月５日に県営八代運動公園で八代中体連駅伝 女子(５区) 男子(６区)
競走大会が開催され、八代管内１８校の選手たちが １区 川上ひかる② 堤 大夢③
健脚を競いました。体力向上が課題となっている本 ２区 髙澤杏奈① 伊藤礼起②
校では、夏休みから生徒全員で練習に取り組み、大 ３区 猪原和佳奈① 松本龍弥①
会の前に、女子５名、男子６名の代表を選出しまし ４区 皆吉雪之① 冨永琥太郎②
た。３年生の堤さんと丸尾さんは３年連続の代表と ５区 丸尾うらら③ 本田月人②
なりました。 ６区 ― 二上聖史③
開会式では、本校の二上さんと丸尾さんが選手宣 *①は１年生

誓を行いました。「今日は一緒に努力を重ねた
仲間と共に全力を出し切り、各中学校が全力
を尽くして競走することをここに誓います。」
と堂々と宣誓を行い、会場に集まった人たち
から大きな拍手を浴びました。
本番では、選手一人一人が全力を尽くし、

仲間たちへの思い、支えてくれた人たちへの
感謝の気持ちを襷に込めて、
最後まで襷をつなぐことが
できました。アンカーの選
手がゴールする時には全校
生徒がかけより、感動的な
シーンもありました。結果
は男子１６位、女子１７位
でした。
二上さんは、「自分の全力を出し切れたこと、大

会当日のために頑張ってこれたことがとても嬉しい
です。学校に来るモチベーションは陸上練習がある
かないかでした。それくらい何かに熱中できたのは
久しぶりでとても嬉しかったです。結果も大事だけ
ど自分の全力を出し切れたのが一番良かったです。
全校生徒で取り組んでいい経験になったからよかっ
たです。」と感想をまとめていました。

松尾理那教諭の産前休暇に伴い、１０月から島田 １０月２日に全校生徒を対象に
末吉（しまだすえよし）先生が講師として勤務され 防災教室を実施しました。これは
ました。島田先生は平成２７年度まで日奈久中に勤 県が行う防災教育支援事業に本校
務され、日奈久中で退職された先生です。現在、市 が応募したもので、講師にはＮＰ
政協力員などお住まいの地域のお仕事をされてお Ｏ法人「防災ウエスト」の早田蛍
り、ご多用の中ではありましたが、「日奈久のため、 さんと中田皓士さんが来校されま
日奈久中の子供たちのためなら」と８年ぶりの教職 した。始めに災害から命を守るた
復帰を引き受けていただきました。 めには、地域の災害リスクを知り、
１０月３日に就任式を行いました。 避難レベル、災害情報、避難グッ

式の中で、授業で着用する白衣を着 ズ、避難経路等の知識を持つこと
られました。そして日奈久中勤務時 が大事だと話されました。その後、
代のお話や、学校で習ったことが本 河川又は山に近い居住地を想定し
当にそうなのか、自分で調べて学ぶ て、ハザードマップや災害情報の
ことの大切さを話されました。 資料を活用しながら、避難経路や
なお、休暇中の松尾教諭は１０月 避難所の在り方などを班ごとに分

１４日に二男治真くんを無事出産されました。 かれて話し合いました。「避難所
ではメンタルケアが必要」「災害前にはお風呂に
水をためた方がよい」などの発表もあり、生徒た
ちは自分たちの目線で災害と向き合っていました。
早田さんが言われた、「災害は『まさか』ではな

１０月２２日にトヨオカ地建アリーナで八代市Ｐ く、『いつか」起きるものと認識せよ」という言
ＴＡ連絡協議会主催の親善親子スポーツ(フラバー 葉が印象に残りました。
ルバレー)大会が開催されました。子供同士の対戦
と保護者・職員同士の対戦の合計得点で勝敗
を競いました。変形したボールのバウンドに
苦戦しながらも決勝トーナメントに進出。準
決勝では二見中に勝利。決勝では七中に敗れ
ました。勝ち負けよりも、楽しい親睦の日に
なりました。参加していただいた保護者、生
徒の皆さん、ありがとうございました。
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